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平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ８ 日

瑞    穂    町

実 施 日 数 ： ３ 月 ２ ３ 日 以 降 実 施 な し

４ 月 ７ 日 以 降 の 計 画 停 電 実 施 日 に は 、東 京 電 力 社 員 が 派 遣

さ れ 役 場 内 で 電 話 等 対 応 を 行 う 予 定 。

  ※ な お 、 夏 場 電 気 供 給 率 ２ ５ ％ 程 度 不 足 の 予 測

３ 月 ３ １ 日 Ｊ Ｒ 東 日 本 八 王 子 支 社 へ 要 望 実 施

西 多 摩 地 域 広 域 行 政 圏 協 議 会 に よ る 、「 Ｊ Ｒ 青 梅 線（ 拝 島 以

西 ）、 五 日 市 線 ・ 八 高 線 に 関 す る 緊 急 要 望 」

① ３ 月 ２ ８ 日 ま で 、職 員 ３ 名 が ２ ２ 時 ま で 地 域 振 興 課 に 常 駐

② ３ 月 ２ ９ 日 以 降 は 職 員 ３ 名 が ２ ０ 時 ま で 常 駐

夜 間 及 び 休 日 の 緊 急 体 制 は 、 住 民 部 職 員 対 応

① ３ 月 中 は 中 止 （ 節 電 協 力 の お 願 い ）

② ４ 月 か ら は 、 各 種 団 体 等 の 運 営 を 考 慮 し 、 節 電 を 求 め た 上

で 、 使 用 を 許 可 。 た だ し 、 計 画 停 電 中 の 夜 間 利 用 は 、 交 通

安 全 等 を 考 慮 し 、 休 館 と す る 。

① ３ 月 中 、 使 用 中 止 （ 節 電 協 力 の お 願 い ）

② ４ 月 、 自 粛 の お 願 い （ 日 中 で も 電 力 消 費 量 が 高 い 施 設 ）

計 画 停 電 時 は 安 全 を 確 保 す る た め 閉 鎖

③ 午 前 ・ 午 後 照 明 及 び エ ア コ ン の 使 用 中 止

④ 夜 間 は 閉 鎖 （ 節 電 及 び 安 全 管 理 上 ）

東 日 本 大 震 災 に 関 す る 報 告

  　（ 平 成 ２ ３年 ３ 月 ２ ３ 日 以 降 ）

１ 東 京 電 力 の 計 画 停 電

（ 1）

（ 2）

２ 八 高 線

３ 庁 内 対 応

４ 計 画 停 電 等 に よ る 公 共 施 設 の 利 用 に つ い て

（ 1） 地 区 会 館 等 会 議 施 設 利 用

（ 2） 体 育 施 設 及 び 生 涯 学 習 セ ン タ ー の 貸 出 し
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月 行 事 名 称 （ 順 不 同 ）

３ ・ ４ フ リ ー マ ー ケ ッ ト 、 さ く ら ま つ り 、 狭 山 懸 橋 渡 り 初

め 、 狭 山 丘 陵 ウ オ ー キ ン グ な ど

・「 元 狭 山 広 域 防 災 広 場 落 成 式 」 は 、 実 施 。

月 行 事 名 称 （ 順 不 同 ）

５ 状 況 を 見 て 弾 力 的 運 用 。

残 堀 川 ふ れ あ い ウ オ ー キ ン グ は 、「復 興 支 援 」と し て

実 施 予 定 。

原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 う 避 難 者 ７ 世 帯 ２ ７ 名

地 震 ・ 津 波 に よ る 避 難 者 ２ 世 帯   ７ 名

計 ９ 世 帯 ３ ４ 名

① 瑞 穂 町 内 の 学 校 へ 区 域 外 就 学 者 ２ 名

② 町 開 設 の 避 難 所 へ の 避 難 者 ０ 名

③ そ の 他 対 応

各 避 難 者 の 家 族 構 成 、 縁 故 者 の 支 援 状 況 等 確 認 し な が ら 、

高 齢 者 、 乳 幼 児 の 健 康 管 理 等 関 連 部 課 で 連 携 し 対 応 中

① ３ 月 １ ５ 日 （ 火 ） 義 援 金 箱 設 置 ７ 公 共 施 設 に ８ か 所 設 置

（ ４ 月 ５ 日 現 在 集 計 １ ８ ７ 万 １ １ ４ ０ 円 ）

② ３ 月 ２ ９ 日 （ 火 ） 町 義 援 金 取 り 扱 い 専 用 口 座 開 設

③ 町 へ の 寄 付 金 １ ５ １ 万 円 （ 町 の 直 接 支 援 目 的 ）

※ 上 記 計 ３ ８ ９ 万 ６ １ ７ ６ 円 （ ４ 月 ７ 日 現 在 ）

日 赤 等 へ 送 金 予 定 （ 義 援 金 配 分 組 織 を 確 認 し た の ち 送 金 ）

④ 町 か ら の 見 舞 金 ３ ０ 万 円 （ 東 京 都 町 村 会 経 由 ）

⑤ ４ 月 ７ 日 姉 妹 都 市 モ ー ガ ン ヒ ル 市 日 系 人 協 会 か ら の 義

援 金 （ 第 １ 便 ） ＄ ３ ５ ０ ０ （ ２ ８ 万 ８ ０ ４ ２ 円 ）

⑥ そ の 他 町 職 員 互 助 会 、 管 理 職 会

※ 総 合 計 ４ 月 ７ 日 現 在 、 ４ ４ ８ 万 ４ ２ １ ８ 円

５ 行 事 等 の 中 止 状 況

６ 避 難 者 等 支 援

（ 1） 瑞 穂 町 へ の 避 難 者 情 報

（ 2） 義 援 金 (時 系 列 )
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① 宮 城 県 多 賀 城 市 等 へ 搬 送 （ 状 況 に 応 じ 、 周 辺 市 町 村 へ も ）

・ 期 間 ： ４ 月 １ １ 日 （ 月 ） ～ １ ２ 日 （ 火 ）

・ 人 員 ： 企 画 課 ２ 名 、 地 域 課 １ 名

・ 交 通 手 段 ： ２ ト ン 貨 物 ト ラ ッ ク １ 台

・ 物 資 の 内 容 ： 飲 料 水 、災 害 用 ク ラ ッ カ ー を は じ め 、日 用

品 等 の 物 資 を 搬 送 の ほ か 、 現 地 調 査 を 行 う 。

② 町 民 等 か ら の 救 援 物 資 受 付 状 況

町 で リ ス ト 化 し 、 必 要 に 応 じ 物 資 を 供 給 す る 。

③ 青 梅 市 の 交 流 都 市 「 宮 城 県 大 郷 町 」 へ 支 援 物 資 搬 送 時 、 備

蓄 飲 料 水 を 提 供 。

④ 災 害 廃 棄 物 処 理 支 援

・ 期 間 ： ４ 月 １ ７ 日 （ 日 ） ～ ３ ０ 日 （ 土 ）

先 発 １ ８ 日 ～ ２ ４ 日 、 後 発 ２ ５ 日 ～ ３ ０ 日

・ 人 員 ： 住 民 部 職 員 ３ 名 ×２ 隊

・ 場 所 ： 宮 城 県 仙 台 市

・ 交 通 手 段 ： ２ ト ン ダ ン プ 後 発 ： ワ ゴ ン 車

・ 内 容 ： 廃 棄 物 （ 生 活 ご み ） 収 集 運 搬 支 援

・ そ の 他 ： 支 援 物 資 も 搭 載 し 必 要 に 応 じ 提 供 す る 。

⑤ 区 市 町 村 会 か ら 常 時 合 計 ３ ０ 名 体 制 の 災 害 地 派 遣

・ 期 間 ： ４ 月 １ ５ 日 （ 金 ） か ら １ ～ ２ か 月 程 度 （ １ 週 間 交

代 ）。 町 村 会 か ら は １ 名 を ロ ー テ ー シ ョ ン 派 遣 す る 予 定 。

① 西 多 摩 理 容 組 合 に よ る 理 容 支 援

・ 日 程 ： ４ 月 １ １ 日 （ 月 ）（ 前 日 に 出 発 ）

・ 人 員 ： 西 多 摩 理 容 組 合 ３ ５ 名 （ う ち 瑞 穂 町 ９ 名 ）

・ 場 所 ： 宮 城 県 多 賀 城 市 ・ 塩 竃 市

・ そ の 他 ： 同 日 早 朝 、 瑞 穂 町 は 支 援 物 資 を 輸 送 す る た め 、

職 員 ３ 人 が ト ラ ッ ク で 出 発 す る 。（ 重 複 記 載 ）

② 社 会 福 祉 協 議 会

・ 日 程 ： ４ 月 １ ３ 日 （ 水 ） か ら １ ７ 日 （ 日 ）

職 員 １ 名 、福 島 県 相 馬 市 へ 災 害 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て

派 遣 。

③ ひ ま わ り 共 同 作 業 所

・ 日 程 ： ４ 月 １ ０ 日 （ 日 ） か ら １ ７ 日 （ 日 ）

職 員 ２ 名 、 宮 城 県 で 被 災 障 害 者 の 支 援 活 動

（ 3） 瑞 穂 町 の 直 接 支 援 状 況 （ 予 定 を 含 む 。）

（ 4） そ の 他 (災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 等 )
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④ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム み ず ほ 園

・ 日 程 ： ４ 月 １ ０ 日 （ 日 ） か ら １ ５ 日 （ 金 ）

職 員 １ 名 、 宮 城 県 気 仙 沼 市 で 高 齢 避 難 者 支 援 活 動

  ⑤ 瑞 学 園 が 被 災 者 ７ ０ 名 の 受 入 れ を 検 討 中 。

⑥ 横 田 基 地 ３ ７ ４ 空 輸 団 司 令 官 が 、 周 辺 ５ 市 １ 町 の 首 長 に 対

し 、 部 隊 の 支 援 活 動 状 況 を 報 告 ４ 月 ４ 日

  こ の ほ か 、 瑞 穂 町 内 の 経 済 活 動 に 関 す る 情 報 収 集 中 。 把 握 で

き た 段 階 で お 知 ら せ す る 。

お 知 ら せ 元

瑞 穂 町 住 民 部 地 域 課 安 全 係 電 話 ０ ４ ２ － ５ ５ ７ － ７ ６ １ ０

な お 、 災 害 対 策 対 応 中 で す の で 、 詳 細 の お 問 合 せ に つ い て は

お 控 え く だ さ い ま す よ う ご 配 慮 を お 願 い い た し ま す 。
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